
土曜日の教育活動について 
 
 
  子供たちの健やかな成長のためには、土曜日の教育環境を豊かなものにする必要があり

ますが、土曜日の教育活動については、その実施主体や扱う内容等により、幾つかの形態

に整理できます。 
 
（① 「土曜授業」について） 
 そうした形態のうちの一つが、児童生徒の代休日を設けずに、土曜日を活用して教育課

程内の学校教育活動を行う「土曜授業」です（下図①）。文部科学省では、設置者の判断

により、「土曜授業」を行うことが可能であることを明確化するため、１１月２９日に学

校教育法施行規則の改正を行いました。 
 
（② 「土曜の課外授業」について） 
 このほか、学校が主体となった教育活動ではあるものの、希望者を対象として学習等の

機会の提供を行うなど、教育課程外の学校教育を行う「土曜の課外授業」とも呼ぶべき形

態があります（下図②）。 
 
（③ ＋ ④ 「土曜学習」について） 
 また、教育委員会など学校以外の者が主体となって、希望者に対して学習等の機会の行

う「土曜学習」とも呼ぶべき形態があります。この「土曜学習」については、主体が公的

なもの（下図③）と、主体が公的でないもの（下図④）があります。 
 例えば、大分県豊後高田市教育委員会が実施している「学びの２１世紀塾」の取組は、

下図③に該当します。 
 
 文部科学省としては、「土曜授業」や、「土曜の課外授業」、「土曜学習」の機会の充

実等により、総合的な観点から子供たちの土曜日の教育環境の充実に取り組むことが重要

であり、その振興に取り組んでいきたいと考えています。 
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